
（別紙３）

～ 令和７年　２月　７日

（対象者数） ０名 （回答者数） 0名

～ 令和７年　２月　７日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用希望者がいた際は、継続して受け入れ可能な事業所へご

案内させて頂く。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご利用のお子さんがいた際には、構造化の部分で工夫を行

う。また、他事業所をご紹介するなどのご提案を行う。

2

3

○事業所名 きっずサポート「かのん」

○保護者評価実施期間
令和６年　１２月　１７日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１２月　１７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　3月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースが未就学児向けな部分もあり、身体の大きいお

子さんに対しての情動発散は厳しい部分がある。

未就学時向けのスペースが多い。

現在、利用児はいないが受け入れ体制としてはある。 放課後等デイサービスへの希望があった際には、他事業所へ

の案内などを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


